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１．カワウの生息状況について

滋賀県においては、戦後一時期カワウの生息記録が無かったが、昭和 57年に竹生島のサギ類コロ
ニー内でカワウの繁殖が確認されて以降、次第に生息数は増加し、平成に入ってからは急激な増加

をみせている。

滋賀県には、2月頃からカワウが飛来し始め、10月にかけて繁殖を行う。繁殖が終了する 10月以
降は大部分の個体が県外へ移動し、越冬する。カワウは集団で営巣を行い、この集団営巣地はコロ

ニーと呼ばれる。滋賀県には、竹生島と伊崎半島という全国でも最大規模のコロニーが存在し、新

たに平成 22年 5月に葛籠尾崎に竹生島・伊崎半島に次ぐ大規模コロニーが形成された。そのほか、
3つの小コロニーおよび７つのねぐらが存在している（平成 22年現在）。

滋賀県におけるねぐら・コロニーの状況



（１）カワウの生息数推移

滋賀県におけるカワウの秋期生息数について、平成 16年から平成 19年にかけて約 4万羽程度
で推移していたが、平成 20年には約 7万 5千羽と前年に比べ倍増したが、平成 21年には、29,968
羽と平成 16年以降初めて 3万羽を割り込み、平成 22年は 27,202羽と続けて減少した。

カワウ秋期生息数の推移
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① 竹生島の状況

平成 21年の 14,972羽に対し、平成 22年は 10,333羽と約 5,000羽減少した。なお、平成 21
年に続き、2万羽を割るなど、顕著な減少を示している。



また、春期と秋期の生息数について、平成 17年以降は春期に比べ秋期は増加していたが（平
成 20年には倍増）、平成 21年と平成 22年は減少した（平成 22年は 3,822羽の減）。
② 伊崎半島の状況

平成 21年の 14,996羽に対し、平成 22年は 13,602羽と微減であった。
春期と秋期の生息数について、平成 19 年までは増減はあったものの大きな変化はなかった。
しかし、平成 20年と平成 21 年は秋期生息数が春期生息数の約 2.2 倍と倍増したのに比べ、平
成 22年においては約 1.6倍と増加率は減少した。
③ 葛籠尾崎の状況

平成 22年の 5月にコロニーが確認され、秋期の生息数は 3,267羽であった。
6月の生息数は約 5,000羽程度と推定されていた。

（２）小コロニー・ねぐらの生息状況

コロニー（集団営巣地）とは、多数のカワウが集まって巣を造り繁殖する場所のことである。

また、ねぐらは多数の個体が集まって夜間の休息・睡眠をとる場所である。 
平成 21年春期には、以前より存在したと思われる瀬田川（外畑）にコロニーが確認された。ま
た、夏期・秋期には近傍地の瀬田川（大石）でねぐらを形成しているなどの個体移動はあったが、

小コロニーの総個体数は平成 21年秋期の 62羽に比べ、平成 22年は 152羽と増加している。
ねぐらについて、平成 21年より年 4回のねぐら調査を実施しており、秋期に入り瀬田川の他に、
赤野井湾で 5羽と平湖で 23羽のねぐら入りしている個体が確認された。

小コロニー・ねぐらにおける個体数推移
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２．カワウの捕獲結果について

捕獲実施日数

成鳥 幼鳥

竹生島 11,333 10,623 710 27

葛篭尾崎 9,312 5,929 3,383 16

伊崎半島 4,525 3,403 1,122 19

計 25,170 19,955 5,215 62
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竹生島実施日数 5 4 6 2 10

葛篭尾崎実施日数 0 0 5 9 2

伊崎半島実施日数 6 5 3 3 2

竹生島換算日当たり捕獲数 806 780 305 203 195

葛篭尾崎換算日当たり捕獲数 589 605 462

伊崎半島換算日当たり捕獲数 270 305 244 141 111
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平成 22 年の捕獲数および捕獲実施日数

月別捕獲日数および捕獲効率
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ったこと（成鳥の捕獲が不十分）や、竹生島や県外などからの飛来が考えられる。

（４）小コロニー・ねぐらの状況

強い捕獲圧が、コロニーを撹乱することとなり、結果としてコロニーの拡散を招く懸念がある。

このため、カワウの分散状況を把握するため、平成 21年からは過去にねぐら情報があった新規の
箇所も追加して、年４回、春期、夏期、秋期、冬期にモニタリング調査を行っている。

現在までの結果では、平成 20年から平成 22年の生息数はコロニーによって増減はあるものの、
顕著に増加してはおらず、小コロニーの拡大は起こっていない。しかし、平成 21年度に竹生島で
営巣後期に散弾銃による捕獲を行ったことにより、一時期ねぐらを竹生島以外に移した個体が確

認され、それが葛籠尾崎のコロニーを形成する一因になった可能性もある。

今後も、新たなコロニーやねぐらの形成がないか情報収集を行い、必要に応じ早期の対策を講

じることができる体制を構築していく。


